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永
平
寺
だ
よ
り 

長
男
孝
純
（
呼
び
名
全
堤
）
は
安
居

あ

ん

ご

し
て
二

年
半
に
な
る
。 

侍
真
寮
内
、 

供く

真
補

し

ん

ぽ

の
配 

役
を
い
た
だ 

き
御
征
忌

ご
し
ょ
う
き

法 

要
を
無
事
お 

勤
め
い
た
し 

ま
し
た
。 

 

二
男
秀
孝
は
上
山
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
七
ヶ 

月
、
現
在
大
庫
院

だ
い
く
い
ん

に
て
修
行
中
、
午
前
三
時
起 

床
で
精
進
料
理
作
り
。 

 

安 

居
：
永
平
寺
修
行
の
期
間 

供
真
補
：
承
陽
殿
（
道
元
禅
師
御
真
廟
）
の
お

世
話
係
。 

御
征
忌
：
九
月
二
九
日
の
道
元
禅
師
の
ご
命
日

を
偲
び
、
九
月
二
三
日
〜
二
九
日
ま
で
の
一

週
間
、
法
要
を
厳
修
す
る
。 

大
庫
院
：
修
行
僧
の
食
事
を
司
る
と
こ
ろ
。
毎

日
の
ご
飯
炊
き
も
大
切
な
修
行
で
あ
る
。 

梅
花
だ
よ
り 

 

十
月
二
二
日
〜
二
三
日
宗
務
所
秋
季

師
範
会 

於
月
岡
摩
周 

講
師
は
久

峩
経
二
師
範
。 

十
一
月
二
九
日
、
三
十
日
の
両
日
宗
務

所
検
定
会 

当
寺
か
ら
も
数
名
受
検
す

る
。 

平
成
二
十
年
二
月
十
九
日
〜
二
十
日 

檀
信
徒
講
員
一
泊
講
習
会 

於
月
岡
華

鳳 

募
集
３
０
０
名 

平
成
二
十
年
十
月
二
八
日
〜
三
十
日 

檀
信
徒
講
員
本
山
奉
詠 

於
大
本
山
永

平
寺 

募
集
２
０
０
名 

 
梅
花
講
員
募
集 

  

梅
花
流
詠
讃
歌
を
勉
強
し
ま
せ
ん

か
。
当
寺
で
は
月
二
回
練
習
会
を
開
催

し
御
詠
歌
を
通
し
て
仏
教
を
学
ん
で
い

ま
す
。
検
定
、
大
会
あ
り
。
巡
礼
（
観

音
参
り
）
に
は
御
詠
歌
を
奉
詠
し
て
お

参
り
し
ま
す
。 

仏
事
の
知
識 

お
斎
、直
会 

 

仏
事
（
葬
儀
、
年
忌
等
）
で
は
法
要
後
の

食
事
の
こ
と
を
お
斎
（
と
き
）
と
言
い
、
親

族
、
知
人
が
集
い
、
僧
侶
を
交
え
て
会
食
す

る
。
本
来
の
お
斎
は
修
行
僧
の
食
事
（
精
進

料
理
）
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
仏
事
の
後
の
故
人
を
偲

び
、
故
人
に
も
杯
を
献
じ
、
故
人
と
共
に
頂

く
食
事
で
あ
り
、
宴
会
で
な
い
こ
と
に
注
意

し
た
い
も
の
。 

 

直
会
（な
お
ら
い
）と
い
う
言
い
方
は
、
神

社
に
於
け
る
神
道
の
食
事
の
こ
と
。
神
事
に

参
加
し
た
も
の
が
神
酒
を
い
た
だ
き
神
饌

を
食
す
る
。
平
常
に
直
る
こ
と
の
意
味
も
あ

る
。 

 

段
く
ず
し
は
、
葬
儀
後
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
関
係
者
と
最
後
に
ご
苦
労
様
の
食
事

を
す
る
こ
と
。 

 

現
在
、
葬
儀
後
の
本
膳
は
普
通
の
お
料
理

で
あ
る
が
、
昔
は
ま
な
板
直
し
と
言
っ
て
、

四
十
九
日
終
わ
っ
て
初
め
て
生
も
の
を
食

べ
た
。
今
で
も
初
七
日
過
ぎ
る
ま
で
は
生
も

の
は
食
べ
な
い
と
い
う
地
方
も
あ
る
。 

 
侍真寮員 


